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明治・大正期における

岡山孤児院と大阪汎愛扶植会

小野修

1 はじめに

明治20 (1887) 年に石井十次の手によって岡山孤児院が、また明治29 (1896) 年に加島敏郎の手

によって大阪汎愛扶植会がそれぞれ開始された時、それらは石井、加島という個人の志による孤児

救済を目指す慈善事業であった。そうした個人の善意ないしその家族の協力を得て維持される慈善

を越えて、貧困は構造的なもので構造的対応が必要とされるとの認識に基づく社会事業にまで展開

する過程において、実際どのような局面が介在していたのだろうか。あるいは本人は自らの事業を

最後まで慈善事業と位置づけ、社会事業として世の中からは受け止められた後も社会事業だとは思

っていなかった、ということもあったのではないか。とは言え、そうした経過を網羅的に把握する

ことは不可能であって、本研究では一定の範囲を設定して、その範囲内で分析し理解しようとして

いる。そうした行為こそ歴史を書くということだと考えている。

本稿はその意味での歴史研究を二種類の比較分析として行なうこととした。まず第ーに、岡山孤

児院において明治40 (1907) 年にその創立20年を記念して設置された二つの出先機関としての大阪

事務所と東京事務所の業務内容の比較分析を行なう。すなわち、われわれ自身の手で翻刻した事務

所の業務日誌、また既に翻刻されている石井十次の日記を利用し、誰もが公的に利用出来る資料を

検討することによって両事務所の活動の特色を明らかにしたい。

次に、明治43 (1910) 年の韓国併合当初に、韓国において土地を取得し、その地で農業を営むこ

とによって孤児の就業先確保を目論んだ大阪汎愛扶植会と、大正 4 (1915) 年に朝鮮殖民を考慮し、

実際に現地に出向いて調査を試みたが、結局これを断念した岡山孤児院という両事業体の活動の比

較を出版物、新聞記事その他の資料によって成したいと思う。

以上二種類の比較を通して歴史のなかでの孤児救済事業の軌跡を照し出したいと考える。
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2 明治40年岡山孤児院大阪事務所日誌と同東京事務所日誌に関する比較分析

( 1 )分析の限定

まず現存する両事務所日誌を一覧表にして示すと、次にようになる。すなわち、

日誌 大阪事務所 東京事務所

明治40年 有 ※ 有。

41 部分有 ※ 部分有

42 有 ※ 欠

43 有 ※ 欠

44 欠 欠

大正元年 欠 欠

2 欠 欠

3 部分有 ※ 欠

4 有 ※ 欠

5 部分有 ※ 欠
」一

(ただし、明治40年、 41年、 42年、 43年の大阪事務所日誌は大阪市浪速区日本橋東所在

の社会福祉法人石井記念愛染圏が所蔵し、明治40年、 41年の東京事務所日誌、大正 3 年、

4 年、 5 年の大阪事務所日誌は宮崎県児湯郡木城町所在の福祉法人石井記念友愛社が

所蔵するものである。)

本研究者はこれまで同僚と共に、また単独でこれらのうち※を付した大阪事務所日誌の翻刻を行

なって来ており、そしてこの度はOを付した東京事務所日誌の翻刻を新たに行なった。これにより、

明治40年の一年間は同じ時期に大阪と東京でそれぞれ行なわれていた活動を比較することが出来る

に至った。(それぞれの翻刻の掲載誌は本稿末の参考文献の箇所を参照。)ここでは、その明治40年

の両事務所日誌および石井十次の日記である石井十次日誌(児嶋雄一郎氏が昭和52年に翻刻、編集、

出版されたもの)を利用して、分析を行なうこととする。当時岡山の本部において発行されていた

岡山孤児院新報および、他の資料は、石井十次日誌にその編者児嶋焼一郎氏によって引用されている

もの以外は、参照していないことをお断りしておく。

( 2 )明治40年当時の石井十次の問題意識

岡山孤児院の最高意思決定機関は評議員会であり、大阪東京の両事務所設置も明治40年 3 月 22

日の評議員会にて決定され(石井十次日誌、明治40年、 42~45ページ)、また実務に関しては院役

者会ないし参謀会議(東京事務所日誌、明治40年 4 月 22 日 ~24日)で決定されていると思われるが、

石井院長自身が抱く構想が基本設計を成していることも否定出来ない。
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明治40年 4 月 20日の創立20周年記念祭の席上で発表された l 口百円の 1 万口で百万円の基本金寄

附募集が、その 2 ヵ月後の 6 月 11 日朝の集会での所感発表によって取り消され、その撤回声明が 6

月 15 日の大阪事務所披露式(石井十次日誌、明治40年 6 月 15 日および大阪事務所日誌、明治40年 5

月 20 日~ 26日の箇所参照)の際に、そしてそれに続く東京事務所訪問(東京事務所日誌、明治40

年 6 月 17 日 ~24日)の間に、院長自身によって行なわれていた。ただし、同年 4 月初めに抱かれ

ていた構想たる「而して募集金を得てちゃんと維持上の基礎を定めたる上は o 予は全心力を福音

の宣伝に集注して而して天父を識らざる精神上の孤児を救済せん可ならすやJ (石井十次日誌、明

治40年 4 月 1 日。なお傍点は原文。 以下同じ。)の後半部分の「精神上の孤児」救済、つまり「日

本全国及び韓国或は清国に伝道すること J (問、 4 月 18 日)、具体的には「東洋伝道会J (問、 4 月

21 日)を主宰せんとする意思は翻されていなかったと言える。

この対外的な志向は、明治42年 6 月の「東洋救世草創設J (大阪事務所日誌、明治42年 6 月 8 日)、

救世軍関西聯隊長ロブソンの来訪を受けての「東洋救民院J (向、明治42年 6 月 10 日)への名称変更、

さらにその救民院から「友愛社J (同、明治42年 6 月 15 日)への名称変更において窺うことが出来

る。つまり、石井における対外的な志向は、当初は救世寧に共鳴し、救世軍の支部として、しかし

救世寧の許可無くして発揮されようとしていて、その実質は石井においては「愛染橋保育所J (問、

明治42年 6 月 11 日)を、また「夜学校J (向、明治42年 7 月 13 日)を「貧民窟J (問、明治42年 6 月

9 日)の真只中で、経営するというセツルメント運動として展開されていくものであった。救世軍

の名を冠することは禁じられたが、明治40年の創立20周年において表明された本部岡山から対外的

に進出する意思は、大阪でのセツルメント運動として貫徹して行ったと言えるように思う。ただ

し、このセツルメントへの動きは、岡山孤児院創立20周年の明治40年の段階では石井はまだ示して

いなかったわけである。なお、今日このセツルメントという社会事業は社会福祉法人石井記念愛染

園(大阪市浪速区日本橋東)として存続している。

( 3 )大阪事務所と東京事務所の役割指定

明治40年 6 月の東京事務所訪問中の所感として、石井は「我党の中央事務所はどふしでも実際

に於て大坂なり そは東海、北陸、畿内、四国、中国、九州、朝鮮、清国の中心点なればなり

。大坂事務所には営業的の印刷部ををく可し o 東京事務所に於ては個人的の募集をなす可し(或

は賛助員或は臨時寄付金を募集して)云々 J (石井十次日誌、明治40年、 105ページ)とある。実際

に大阪事務所日誌の明治40年 7 月 6 日の個所に「活版部移轄j とあり、また続いてその翌 7 日の個

所には「活版部移轄ノタメ高原君ヲ上坂セシム、十三年前ニ考ヘシコト本年ニ至リテ賓行セラルト

ノ所感アリ J (日誌筆記者は当時の大阪事務所の責任者光延義民)とある。なお、明治40年の 13年

前といえば明治27年であるが、その明治27年 5 月 12日発覚の『女挙雑誌j (第379号)に棲井生の記

事で「岡山孤児院を訪ふ」が掲載され、岡山孤児院では活版事業が「将来孤児等が濁立自活するに



590 小野修三

足るべき職業J (479ページ)のーっとして考えられていることが記されていた。たしかに長年の懸

案の成就という思いがあったと思われる。

明治40年の時点での「大坂事務所将来ノ方針」として、大阪事務所日誌には í(イ)都合ニ於ケ

ル孤児ノ収容 (ロ)収容孤児ノ田舎教育 (ハ)出身者ノ都合就業 (ニ)各教合トノ連絡J (大阪

事務所日誌、明治40年 5 月 20日)と明確な運動方針が記載されているが、東京事務所日誌にはそう

した記事は見られず、例えば「雨天の為め外部運動を中止し内事務に勤むJ (東京事務所日誌、明

治40年 4 月 11 日)とあって、院長の「東京事務所に於ては個人的の募集をなす可し」との「所感」

通りに賛助員からの集金、新賛助員の獲得、臨時寄付金の受付が日常業務であり、また 2 日開通し

の慈善会(活動写真、演芸)の準備(通券販売)、実施、後始末が入江大九郎主任、山本福七事務

員、土居事務員らの事務所スタッフの手によって随時遂行されていた。ただし、石井院長は前年の

明治39年には11月、 12月の二度に亘って上京し、足場慣らしを行なっていたことが石井十次日誌か

ら見て取れる。石井における39年暮れの精力的な行動と、翌明治40年 6 月の東京滞在期間中にはほ

とんど人と面会していない様子は対照的である。

明治40年の東京事務所日誌には樺山令夫人(資紀伯爵夫人常子氏)、松方令夫人(正義公爵夫人

安子氏)、鳩山春子氏などの著名人の名前が頻出し、寄付においても慈善会においても多大な援助

を受けていたことが見て取れるが、その一方で、孤児収容は多くなく、 11月 28 日には「本日は孤児口

口口口発送し為め新橋に出張して其手績を了し正に発送センとするとき孤児泣ひて立たず止なくヲ|

返し明日発送の事に取り極む」とあるが、こうした例は稀にしか記されていない。

一方、同じ明治40年の大阪事務所日誌では孤児収容も多く、またその「将来ノ方針」の一つであ

る「出身者ノ都舎就業」のケースが多く見られた。例えば 4 月 1 日には「喫煙セシタメ他ノ青年二

名ト共ニ放逐セラレタルナリト云フ。雇人口ヲ詮索ス j と、また 7 月 26 日には「岡山ヨリロロロロ

(靴製造業希望)、口口口口(清国行希望)、口口口口口(大坂にて活版部希望)、口口口口口(座職

希望)ノ四名来所ス」とあり、休む間もなく対応する事務員たちの姿が想像される。

慈善会は岡山でも開催されていたが、明治40年の 1 年間に大阪府内外では計 7 回、また東京市内

外では計15回開催されていた。東京では特に同年 5 月、 6 月、 7 月の 3 ヶ月間はほぼ毎週(主とし

て土曜、日曜の 2 日開通し)開催され、著名人や教会関係者の協力のもと東京事務所のスタッフに

よる「外部運動J は大成功だ、ったと言えよう。以下に大阪と東京の慈善会の開催日、開催地(開催

場所)、入場者数、純収入を一覧表にしてみる。
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大阪事務所

開催日(明治40年) 開催地 入場者数 純収入

7 月 23 日 /24 日 尼ケ崎 400/400 記載なし

7 月 26 日 /27 日 御影 1000/700 135円58銭

9 月 22 日 大庄村 1000余 記載なし

10月 21 日 堺 記載なし 53円65銭 5 厘

11月 8 日 /9 日 京都同志社 記載なし 523円 2 銭 7 厘

11月 23 日 /24 日 奈良 記載なし 202円

12月 10 日 /11 日 郡山 記載なし 50円96銭 5 厘

(なお 11月 27日の日誌に「大坂ノ分純収入三百六拾八円五拾五銭」とある。これは11月 11 日 /12

日に大阪での開催があったことを示すようだが、明記はない。)

東京事務所

開催日(明治40年) 開催場所 入場者数 純収入

3 月 11 日 /12 日 番町教会 記載なし 記載なし

5 月 13 日 /14 日 青山南町美以教会 150/100余 74円 2 銭 5 厘

5 月 22 日 /23 日 美幸坂教会 300/200 106円39主支

5 月 27 日 /28 日 赤坂教会 満員 46円50銭

5 月 31 日 /6 月 1 日 牛込矢来町福音教会 50/100余 記載なし

6 月 6 日 /7 日 三田美以教会 1401200 60円

6 月 11 日 /12 日 中央会堂 300/300 60円余

6 月 15 日 /16 日 大森倶楽部 多数 1200 100円余

6 月 27 日 /28 日 銀座会館 200/200 170円27銭 5 厘

7 月 2 日 /3 日 四谷福音教会 130/150 記載なし

7 月 13 日 市ヶ谷田町近藤邸内 記載なし 記載なし

7 月 15 日 /16 日 府下王子村 40有余 /150 記載なし

7 月四日 /19 日 日本橋教会 400/200 記載なし

8 月 5 日 /6 日 高輪教会 200/100余 記載なし

11月 1 日 /2 日 本所中村棲 172/411 記載なし

さらに、東京事務所では東京以外の土地での「外部運動」のために人員が派遣され、入江主任、

土居事務員は 7 月末から北海道、東北の各地での慈善会開催のために出張して12月半ば過ぎまで帰

還せず、その聞は山本事務員が言わば一人で東京事務所の留守番をしていた。そうした「外部運

動」また慈善会が明治40年現在で1200名の児童、 100名の院役員を抱える岡山孤児院本体の財政を

支えるのみならず、さらに全国的に岡山孤児院の知名度を上げ、支部の増設、また「精神上の孤

児」救済つまりキリスト教信者の拡大にも役立ち、そしてそれらが翻って岡山孤児院本体の経営を
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安からしむという目論見があったと考えられる。

こうした対外的な発展を、石井自身は殖民という言葉を用いて表現している。例えば、 i(ー)

市中殖民東京、大阪事務所 (二)田舎殖民 日向農林部 (三)海外殖民桑港、シャト jレ、朝

鮮、支那、台湾、マニラ J (石井十次日誌、明治40年 5 月 24日)である。殖民とは言葉の本来の意

味では人を送り込み、その地で人を増やすことであるが、石井の場合には、人を送り込んだその地

における貧困を、その地において解決するセツルメントという社会事業として展開していったとい

うのが、実際に起こった事柄であった。ところで石井没後の大正 4 年のことになるが、大原孫一郎

率いる岡山孤児院は柿原政一郎、松本圭ーに朝鮮半島への殖民調査を命じ、その報告を受けて、朝

鮮半島への殖民を断念していた。明治43年に朝鮮半島への殖民に踏み切った大阪汎愛扶植会側の判

断と岡山孤児院の判断を分けたものは、何であったのだろうか。この点は後述する。

(4 )加島敏郎の大阪汎愛扶植会と岡山孤児院との聞で起こった交渉について

明治40年 5 月 14日の石井十次日誌に「古木 加島二兄来訪」とあり、翌日日には石井が大原孫三

郎に会い、「汎愛扶植会救済の件につきて依頼」し、大原が「汎愛扶植会救済の件につきて承知せ

らる」とある。これを受ける形で同19 日の大阪事務所日誌に「大原孫三郎氏ヨリ金八千参百円ヲ送

リ来ル、扶植舎救済ノタメ也」とある。これだけ見ると、大原の資金が加島敏郎の運営する大阪

汎愛扶植会の危機を救ったように見えるが、大原の送金分が加島の手に渡る前に次の出来事があっ

た。 5 月 18日の石井十次日誌にこうある。すなわち、 i(ー)五時古木牧師を訪ひ (二)七時五十

分『ステーション』に加島君にあい三谷弁護士にあう (三)区裁判所に至り其門前にて予は貸付

を遮絶せり (四)扶植会はいよいよ落札者に手に落ちたり (五)加島君来る」。そして 5 月 27 日

の大阪事務所日誌には「倉敷大原氏ニ金八肝参百円ヲ返送ス」とある。大原は石井が仲介に立てば

加島への融資には拒絶の意向はなかったことがわかる。その融資が実現しなかったのは、一時は仲

介するつもりだ、った件を石井が取り消したためであったが、何故に石井は意思を翻したのだろうか。

明治40年の大阪事務所日誌をさらに読むと、岡山孤児院と大阪汎愛扶植会の聞で合同問題が持ち上

がっていたことがわかる。

少なくとも大阪の地においては先輩格である汎愛扶植会が、後輩格の岡山孤児院に援助を乞わん

としていたわけであるが、その両者聞の合同を最初に提起したのは、加島に洗礼を授けていた古

木虎三郎牧師だ、った(加島の略年譜の明治34年の箇所参照)。明治40年の大阪事務所日誌にこうあ

る。なお、その筆記者は光延義民である。すなわち、「古木氏ヲ訪ヒシニ、加島氏ニ合併ヲ勧メシ

コトヲ話サル、競買ニ附セラレシ地所買戻シハ中々運パズトノコト云々 J (6 月 l 日)。そして「加

島氏来訪アリ、合同問題ノ話出ツ。負債ヲ償却シ後始末着カパ、合同ノ心ナキニアラズノ意ヲ述ベ

ラルJ (6 月 5 日)。実際に両者の合同は起こらなかったのだから、加島の側で「負債ヲ償却シ後始

末着カ」なかったということだ、ったのだろうと想像される。次に両事業団体の比較を行ない、両事
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業団体についての理解を一層深めたいと思う。両事業団体の聞の交渉については、拙稿「社会事

業家加島敏郎と朝鮮一一一大阪汎愛扶植会から朝鮮扶植農園へ J (r三田商学研究J 第48巻第 6 号、

2006年 2 月)において既に言及しているので、本研究は当該拙稿を踏まえ、新たな資料にも依拠し

つつ、議論を展開したいと思う。

3 明治43年の大阪汎愛扶植会による朝鮮扶植農園の創設と大正 4 年の岡山孤児院による

朝鮮殖民の断念に関する比較分析

( 1 )分析の限定

前述の通り、本研究者は加島敏郎の大阪汎愛扶植会に関しては、既に「社会事業家加島敏郎と朝

鮮一一大阪汎愛扶植会から朝鮮扶植農園へ一一一」を発表しているので、なるべくその内容をここ

で繰り返すことは避け、同論文執筆以後に入手した新資料に主として依拠しながら論じたいと思う。

その新資料とは、第一に加島敏郎が生前に作成していた、自らの事業に関する同時代の新聞報道記

事のスクラップ。ブック l 冊および自筆履歴書の各複写物、第二に2006年夏に韓国出張時に面識を得

た歴史研究者孫京姫氏(当時慶北大学校・大学院博士候補者)の論文 11910年慶北地域日本農業移

住民の農場経営j である。後者は本研究者と韓国人留学生李瑠璃氏とで試訳したものを本研究では

引用する。

( 2 )大阪汎愛扶植会と朝鮮扶植農園

本研究者がこれまで加島敏郎の大阪汎愛扶植会、朝鮮扶植農園に関する基礎資料の第ーのものと

して扱って来たのは、相田良雄編『杜曾事業界の先畳を語る(加島翁古稀記念誌)j (昭和13年)で

あった。これに対して、朝鮮扶植農園の設立当時の資料として、今回新たに当時発行の新聞記事を

参照することが出来るようになった。これは当時の新聞記事の切り抜きを加島自身が行ない、それ

が今日までその御遺族の手で保管されていて、自筆履歴書などと共に昨年長沼友兄氏が仲介の労を

お執りになり日本社会事業大学附属図書館に寄贈されるに際して、複写の機会を得た次第である。

「社曾事業界の先覚を語る(加島翁古稀記念誌)j では、朝鮮扶植農園の出発に関してこう記され

ている。すなわち、大阪汎愛扶植会がその「五千坪に徐る敷地と建坪で百坪の舎屋を債権者に譲渡

して、現在本舎所在地三百鈴坪の地域に幼少孤児を移し、近親者に育児の後事を托して年長少年を

携へて渡鮮したのは賓に明治四十二年の事J (50ページ)であった。「朝鮮、重湾、北海道の各地に

渉りて調査せし結果、朝鮮大郎の地は南鮮に位し、大阪とは近く、従って交通頗る便利に、気候及

び土地の関係最も適好なるを以て、京に同地有志諸氏の慾憩により、朝鮮線督府及び東洋拓殖舎社

の後援を得て、明治四十三年十月三十一日、今の大郎外東村に農園を創立し、朝鮮扶植農園と命名

せり J (73ページ)、と。
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これに対して、加島敏郎の作成になるスクラップブックに掲載された新聞記事の二、三を紹介し

よう。まず明治43年11月 9 日付の大阪毎日新聞の「扶槌舎の農事経借」と題された記事である。す

なわち、

「加島敏郎氏の経営に係る大阪汎愛扶植舎に於ては既報の如く同舎の孤児を以て朝鮮農業

経営の計量あり最初柴山浦方面の地を卜して経営の諜定なりしが土地収用の不便なるより

東拓舎社岩瀬舎頭等の援助により府F下解東村内に水田十五町畑十五町歩合計三十町歩の地

所を買入れ目下農舎の建設中なるが竣成と同時に孤児を移住せしめ果樹読菜其他一般農事

の経管に着手する筈なる云々 J (スクラッフ。ブック、 1 ページ。なお「東拓舎杜岩瀬曾頭」

とあるのは、「大郎商業舎議所岩瀬曾頭」の誤りである。)

次に明治44年 2 月 22 日付の時事新報の「孤児三十名朝鮮荒蕪地開墾に赴く j と題された記事であ

る。ここには加島へのインタビューが掲載されている。すなわち、

「府下東成郡生野村の大阪汎愛扶植舎にては敷年来同舎に収容せる年長の孤児約三十名飴

を選抜して朝鮮に移住し同地方の荒蕪地を開墾して農業に従事する目的を以て来る二十五

日渡韓する事となりたるか右に就き同舎の理事加島敏郎氏は語って日く元来本舎の事業は

専ら収容孤児をして農業や産業に依って濁立自営の途を得せしむる目的で孤児を養育する

にも能ふ限り杜舎の慈恵に頼らずして孤児自身にてドシドシと働いて儲けた金を以て食は

せると云ふ方針で(中略)私は先づ昨年九月に車身で渡鮮して地方の農産業の賓況を視察

すると同時に一方京城の高等法院長渡遺暢氏、度支部主税局長鈴木穆氏、東拓舎杜の庶務

部長井上孝哉氏以下官民間の諸有志に諮って非常なる同情を得いよいよ東拓舎杜から朝鮮

慶尚北道大印府解東村に田畑二十町歩と、山林三十町歩を二十五年賦で譲受けて扶植農園

と云ふものを設け其所に農舎十棟、納屋十三棟、準校一棟、講堂一棟、事務所一棟等を建

築して孤児三十名を移住させて農業を管ませ傍ら附近の日鮮見童に産業及び普通教育を授

けるのでありますが既に二棟だけは出来て居りますから本月二十五日に先護として扶植農

園の農業部主任兼産業皐校長札幌農業事校出身元農科大皐助手であった鈴木良吉氏と外に

主婦として其の妻女なる山梨牒女皐院出身の山口美恵子が嘗舎の年長孤児十五名を引連れ

て渡鮮します(中略)此の二月中に行く役員等は普通教育部即ち尋常高等小事校長東京高

等師範卒業の山口照平、主婦由利砂子、事務員では藤本松太郎夫妻、小島元吉夫妻等(後

略)J (スクラップブック、 2-3 ページ)。

そして明治44年 8 月 27 日付の大阪毎日新聞の「大阪孤児の農園一一朝鮮大郎の模範移住者j と題
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された記事で、は、扶植農園の日常の様子が報じられていた。すなわち、

「昨秋大阪汎愛扶植曾に養育し居りし青年孤児を提げて新領土に移住を企てたる扶植農園

は移住地を大部の東方一里を隔つる解東村に選定し熱心に農事の経管に従事し居れり解東

村は大郎附近における唯一の内地人農村にして年々に移住者を増加しっ、あるが扶植農

園は比較的良好の位置を占め事務所一、農舎二、撃校一、納屋ーの五棟を建設し事務所は

中央にありて農園主任加嶋敏郎氏居住し孤児の監督指導を矯せり加嶋園主の談に依れば全

口三十三人を十家族となし日々楽しく農事経営に忙しく現在の農園所有地水田七八町歩畑

六七町歩あり孤児は毎朝課業に先立ち聖書を讃み讃美歌を歌ひ其日の祝福と健康とを祈り

各々鋤鍬を肩にして田畑に出で終日汗を流して(中略)毎日曜の朝は全家族一堂に舎して

櫨拝祈躍をなし加嶋主任より精神講話を潟しっ、あり(後略)J (スクラップブック、 5 ペ

ージ)。

これら明治43、 44年当時の新聞で報じられていた扶植農園関係者の名前、また「毎朝課業に先立

ち聖書を謹み讃美歌を歌ひ」といった圏内の様子は、昭和13年に刊行された「杜舎事業界の先畳を

語る(加島翁古稀記念誌H では紹介されていない人名、エピソードであり、加島自身が作成した

スクラップブックは加島の伝記的資料として第一級品と言えると思われる。

一方、今回の加島の自筆履歴書も伝記的資料として重要であることがわかった。その履歴書は二

通あり、一通は昭和10 (1935) 年 2 月 19 日の日付のあるもので、もう一通には日付が記入されてい

ないが、大正12 (1 923) 年 9 月が最も新しい日付であり、かっ慶応 2 (1866) 年生まれの加島が57

歳と記入していることから、大正12年当時に執筆されたものであることは間違いない。その大正12

年に執筆されたと看倣し得る履歴書には大阪汎愛扶植会を創設した明治29年以前の経歴が記されて

いて、昭和10年に執筆された方には明治29年以前のことは省かれているという違いがある。これら

の二通の履歴書、加島家系図その他の資料から加島の略年譜を作成してみる。

慶応 2 年 8 月 28 日 豊岡にて父源助、母幸の聞の長男として出生(家系図)

明治12年 3 月 兵庫県城崎郡豊岡町高等小学校卒業(履歴書)

12年 4 月 ~15年 3 月 同豊岡町賓林義塾及び天橋義塾にて漢学、数学を修む(同上)

15年 5 月 ~20年 同豊岡町にて家業(呉服、両替商)に従事する(向上)

16年 3 月 加島家菩提寺日蓮宗立正寺住職堀日温師(後に身延山久遠寺布教師)が大

阪で刊行した『日本宗教自由新誌』を手伝う (W社合事業界の先畳を語る

(加島翁古稀記念誌)j 、『及川丹渓追憶集J 、『東天紅 明治新聞雑誌文庫所

蔵目録三j)
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16年 8 月

21年~23年

24年~28年

26年~27年

29年 5 月

30年 3 月

31年 6 月

12月

33年 5 月

34年

9 月

11月

35年 9 月

11月

36年 3 月

10月

39年 3 月

5 月

8 月

40年 7 月

43年10月

母幸が享年37歳にて他界(家系図)

同豊岡町にて興成社幹事となって土地調査事業に従事(履歴書)

東京及び神戸にて商業に従事(向上)

神戸以文塾にて数学、簿記学を修む(同上)

大阪今宮にて大阪汎愛扶植舎を設立 cw杜含事業界の先畳を語る(加島翁

古稀記念誌)j)

下寺町西念寺に移転。 10月に初めての総会を聞き、会長に大阪商業会議所

会頭土居通夫就任、幹事、評議員に市内の有力者を。また会員募集を行な

い、寄付を受ける(向上)

高津大連寺内の元第五中学校跡に移転するが、翌年再び下寺町西念寺に戻

る。(向上)

大阪扶植新報を創刊(同上)

扶植幼稚園を設立(向上)

島之内教会古木虎三郎牧師によりキリスト教の洗礼を受ける(同上)

産業学校を設立(向上)

父源助が享年59歳で他界(家系図)

大阪市参事会より慈善事業調査を嘱託される(履歴書)

東成郡生野村(現生野区林寺)に校舎、事務所を新設 cw杜曾事業界の先

覚を語る(加島翁古稀記念誌)j)

大阪で全国慈善団体同盟会が開催され、中央慈善協会(後の中央社舎事業

協会、今日の全国社会福祉協議会)の創立委員の一人に選出される(履歴

書)

大阪汎愛扶植会は財団法人となり、加島は理事(定員 l 名)となる(向

上)

前年秋の東北三牒飢鐘救済のために子女収容に当たる cw杜舎事業界の先

畳を語る(加島翁古稀記念誌)j)

創立10周年記念曾開催(同上)

大阪慈恵院(院長谷頭辰兄)を合併、年末には300名以上の児童収容

東北三牒より収容した児童のうち60名は送還し、 70名は商工業見習として

市内勤務せしめる(向上)

「負債の整理に務め、敷地の一部を割きて責却し、且つ従来の建物を一所

に纏め」て、規模の縮小を図る(同上)

朝鮮扶植農園を慶尚北道大郎郊外東村に設立



大正 3 年 6 月

4 年10月

9 年

昭和10年 5 月
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朝鮮扶植農園は財団法人となり、加島は理事(定員 1 名)となる(履歴

書)

「寺内朝鮮総督ヨリ慈善事業及農事ニ係ル篤行者トシテ表彰セラレ銀盃大

童組ヲ下付セラルJ (向上)

大阪汎愛扶植会が経営危機に直面し、朝鮮扶植農園を加島と共に担ってき

た藤本松太郎を帰国させ、対応させる。一方朝鮮半島から大阪に渡った労

働者のための合宿所を汎愛扶植会内に設け、また職業紹介所を市内に設置

した。これらが後に財団法人内鮮協和舎となる (r杜舎事業界の先覚を語

る(加島翁古稀記念誌).1)

朝鮮扶植農園から加島は退職し、新理事園長に徐丙朝が就任(同上)

20年 2 月 3 日 加島は大郎にて享年79歳で他界

( 3 )大正 4 年の岡山孤児院による朝鮮殖民の断念

前述のように、加島敏郎の朝鮮への殖民計画は「朝鮮線督府及ぴ東洋拓殖曾杜の後援を得てJ

(r社合事業界の先量を語るn 行なわれたものであった。すなわち、「束拓曾杜から朝鮮慶尚北道大

郎府解東村に田畑二十町歩と、山林三十町歩を二十五年賦で譲受けて扶植農園J (r時事新報j) は

明治43年に始動し、その 5 年後には「寺内朝鮮総督ヨリ慈善事業及農事ニ係ル篤行者トシテ表彰セ

ラレJ (略年譜)ていたのであり、その計画にはまさしく時の政府また国策会社からの後援を受け

て遂行されていたものであった。

これに対して、岡山孤児院の場合には大阪汎愛扶植会と同一の問題、すなわち加島敏郎が言うと

ころの「専ら収容孤児をして農業や産業に依って濁立自営の途を得せしむる目的で孤児を養育す

る J (r時事新報j) 課題を前にして、どのような対応に出たのであろうか。石井十次は大正 2 年に

他界しているので、石井没後の岡山孤児院の対応ということになるが、石井を継いだ大原孫三郎の

秘書役柿原政一郎の次の証言を紹介しよう。大阪汎愛扶植会の場合とは異なった対応を見ることが

出来ょう。すなわち、

「農場学校で育成した青年達を、どこに植え付くべきかが、関係者達を初めから悩ました

問題である。石井先生自身は、最初米園移住の方針であったが、日本移民排斥問題から、

朝鮮、満ザト|へ韓向する様になったから、晩年頗る朝鮮移民に注意した。自らも軍慰問を兼

ね、朝鮮を視察し、朝鮮孤児の収容もやった。大原院長は、松本(圭一)氏等を派遣し

て、東洋拓殖会社に、孤児の朝鮮移民を申込んだ。併し賓地精査の結果、松本(圭一)氏

一行の報告は悲観的であった。朝鮮開拓は資本投資の領域で、労力投入の場所としては不

適当であるという結論に達した。なぜならば、朝鮮農細民の方が、日本内地の貧農よりも、
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まだ生活程度が低いからである。J (柿原政一郎『石井十次』日向文庫刊行会、昭和57年、

234ページ)。

これは飯塚恭子『祖国を追われて 1LO 労働代表松本圭ーの生涯j (キリスト教新聞社、 1989年、

91ページ)も引用している柿原政一郎の証言であり、時期は大正 4 年のことであるが、この判断の

結果「朝鮮移住に望を失った当事者は、どうせ日本植民の将来は、南洋、濠州、南米の外に出でず

として、其の機会を待つ事とし、当分の間日向各地への割込植民をやる事に決めたJ (柿原政一郎、

234-235ページ)。

この決定は海外殖民という発想自体が退けられているのではなく、資本主義的合理性からの朝鮮

殖民という選択の断念であった。とすれば、翻って加島敏郎の場合には何に基づく朝鮮殖民への肯

定的判断だったのだろうか。資本主義的な合理性は加島においては考慮されなかったことになるの

だろうか。少なくとも資本主義的な合理性が考慮されていなかった「時の政府また国策会社からの

後援J に加島が頼ったことは疑いないと思われる。

ということは「時の政府また国策会社」がすべてそうした合理性を欠いていた、ということを

意味しない。例えば、こういう証言もある。相田良雄が紹介する明治43年夏頃の加島敏郎に関する

エピソードである。すなわち、「昔時千葉牒知事有吉忠一氏は、朝鮮糖、督府総務長官に任命せられ、

東京の旅館に訪問せしに有吉氏は、朝鮮の遠き地に行かなくとも近くに適地が揮山あるとの事、其

れで何故今日迄打捨てあるやと御尋ねすれば、近くの千葉牒にもあるから見て来いとの事、更に農

商務省に朝鮮の農業に通ぜ、らる技師を訪問せば有吉氏の説に同感との事、再び内務省に相田良雄氏

を訪ひ右様の報告せば、相田氏は迷わぬが良いと注意せらる、加島氏は既に渡鮮する事に決せるこ

と冶て即日夜行にて大阪に蹄られたJ (W社曾事業界の先覚を語る(加島翁古稀記念誌)j 75-76ペー

ジ)。もう一つ別の歴史の可能性はあったわけである。

一方、石井十次がなお存命していれば、石井自身の判断によって大原に代表される資本主義的合

理性が岡山孤児院において無視される事態の出現は、十分に想像されることであった。大原は石井

の願いであれば、例外なく応じていたからである。それは、だが、石井にそもそも合理性が欠如し

ていたということではない。石井は、先述の通り、明治40年 5 月加島が負債を清算出来なかったの

で、加島とは合同しないという合理性を発揮していたからである。

また石井十次と加島敏郎の比較という点では、先に石井が「貧民窟」の真只中で「愛染橋保育

所j を、また「夜学校」を営むというセツルメントに向かったと指摘したが、加島にも同様な発想、

のあったことを記しておきたい。というのは、大正11年 l 月朝鮮扶植農園がそれまでの寄附行為第

一条「本法人は大阪汎愛扶植舎出身者及之と境遇を同ふする者に産業と教育を授け濁立自営の途

を得しめ」ることに加え、「且本園所在地に於て隣保事業を為すを以て目的とすJ (W杜舎事業界の

先覚を語る(加島翁古稀記念誌)j 116ページ)と寄附行為第一条の変更を行なっているからである。
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具体的には、「大正十一年十月隣保部に於て鮮人青年に園語の普及を圃るため、夜撃校を開始J (向

上)であり、またこの寄附行為第一条に追加された事業としての「大阪市内に居住の朝鮮人に釘し

保護指導を為すJ (向上)であり、これが先の略年譜のなかで記した財団法人内鮮協和舎に連なる

動きであった。なお、その内鮮協和舎が昭和 3 年の新規事業として開始したのが鶴橋隣保館であり、

昭和22年には恩賜財団同胞援護会大阪府支部がその運営を引き継いだ。当時すでに大阪汎愛扶植舎

も朝鮮扶植農園も解散していた a生野匿誌』昭和28年)。なお、同隣保館の一部は昭和28年「東桃

谷幼児の園」との児童福祉施設(保育所)となり、恩賜財団同胞援護会大阪府支部は昭和23年には

財団法人大阪同胞援護会、さらに昭和27年には今日の社会福祉法人大阪福祉事業団(大阪市城東区

古市)へと組織を変更している。(大阪福祉事業団『福祉二O年の歩み』、『四十年のあゆみ(施設

編)j)

4 おわりに

日本統治下の韓国慶尚北道大郎郊外東村にて明治43年以降営まれていた「大阪汎愛扶植舎出身者

及之と境遇を同ふする者に産業と教育を授け濁立自営の途を得しめ且本園所在地に於て隣保事業

を為すを以て目的とす」る朝鮮扶植農園は、今日存在しない。しかし、同園が存在した同じ地所

で、オーストリアに本部がある世界的な福祉団体 sos キンダ一ドルフ(子供の村)の施設が営ま

れており、本研究者らは昨年 (2006年) 7 月末に訪問し、 Korea SOS Village の園長である Father

J oseph Chang に面会し、お話を伺うことが出来た。

現在の福祉活動については教えて頂けたが、戦前の事柄は何もご存じではなかった。しかし幸い

なことに、日本から通訳として同行頂いた李妊姫氏の尽力で、まさに朝鮮扶植農園について研究し
テグ

ている大郎在住の歴史研究者孫京姫氏とコンタクトが取れ、 11910年慶北地域日本農業移住民の農

場経営一一扶植農園を中心として J (原文ハングル)との論文等を頂戴出来た。こちらからは

相田良雄編『杜舎事業界の先覚を語る(加島翁古稀記念誌H の複写物を差し上げることが出来た。

結論的には、孫氏側が依拠した諸資料と本研究者側とが依拠したそれらとで共通するものは何ーっ

としてなしまったく別の根拠によって同ーの対象が研究されていたことに気付くと同時に、孫氏

の 11910年慶北地域日本農業移住民の農場経営 扶植農園を中心として一一」が拙稿「社会事業

家加島敏郎と朝鮮 大阪汎愛扶植会から朝鮮扶植農園へ 」の分析枠組たる主観的意図と客観

的帰結の認識上の区別、つまり両者が議離する可能性を認めず、日本帝国主義の客観的帰結は日本

帝国主義の主観的意図の実現形態であるとの前提での分析である点に、相互理解にとって大きな障

害のあることにも気付いた。

孫氏の結論部分で「日本移住民の農業経営の形態を見ると、土地を買収して朝鮮人を小作人とし

て雇うことが最も一般的であった。日帝は単位当たりの産出量を増やす方法と、小作農に対する
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支配と収奪を強化することとによって、自国内の食料問題を解決した」と、また「扶植農園でも彼

ら(韓国人)を混在させて日常的な接触で、農業生産に係わるすべての方面で韓国人を完全に掌握し

て、彼らを指導・統制しようとしたJ と記されている。この限りでは確かに、加島敏郎の移民の意

図が意図として考慮される余地は見出せない。孤児たちに「産業と教育を授け濁立自営の途を得し

め」るという行為の意図は、帝国主義の意図と等価なのだろうか。加島の行為が日本帝国主義の側

に利用されるということと、加島が日本帝国主義者として行為するということは同じ意味内容であ

り、その区別に意味はない。問題なのは韓国人が日本人に「指導・統制」されたことだから、なの

か。

こうした歴史叙述の方法は、大正 9 年に「朝鮮半島から大阪に渡った労働者のための合宿所を汎

愛扶植会内に設け、また職業紹介所を市内に設置したJ (略年譜)という加島の行為の意図、つま

り朝鮮半島でのセツルメント(隣保)という行為の意図が大正13年に財団法人内鮮協和舎が発足し、

その際の寄附行為第一条「本法人ハ大阪府下ニ在住スル朝鮮人ヲ保護シ生活ノ安定向上ヲ闇リ内鮮

融和ノ賓ヲ奉クルヲ以テ目的トス J (r財団法人大阪府協和食事業要覧』昭和15年 3 月、 11ページ)

が意図する「内鮮融和」と等価であるとする考え方と同一であろう。加島による朝鮮半島および大

阪でのセツルメント(隣保)は、「内鮮融和」という日本政府の統治の枠組の内部で遂行されたの

だから、それは統治行為なのだ、と。

昭和10年に「舎名ヨリ『内鮮J ノ二字ヲ削リ『大阪府協和舎』 ト改稿J (向上、 7 ページ)した

組織を含む全国の「協和会は戦時下に二百万数十万人に達した在日朝鮮人に対する抑圧・統制組織

である J (樋口雄一編・解説『協和会関係資料集 u 緑蔭書房、 1991年、 3 ページ)ことは間違い

ない。しかし、そうした意図また帰結があったことを肯定することと、大正 9 年に「朝鮮半島から

大阪に渡った労働者のための合宿所を汎愛扶植会内に設け、また職業紹介所を市内に設置した」と

いう加島の意図を承認することは矛盾しない、と私は考えている。そして加島においては、セツル

メントへの意図が自らの生きる状況のなかでどのような客観的効果を発揮するものかを自ら計算し、

その構造的認識に基づき、もともとの自らの行為に修正を加えることはあっても良かったのである。

当時の慈善事業家が自らの善意の社会性、歴史性認識において欠ける所があることに気付かず生を

終えたとすれば、その欠ける所を補うのは、後世のわれわれに課された仕事になるであろう。
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